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牛さばき体験スタート 

       ６月 6 日（土）-7 日（日） 

 いよいよ牛肉の加工を引き継ぐさんさんファーム

の原さんが、まぁのまでやってきました。土日の一

泊二日で、これから毎月続けていく予定です。 

 まず全体の作業予定

を伝え、牛のパーツの

説明をします。牛さば

きは本や動画で復習は

できても、実際やって

みないと覚えられませ

ん。AI から最も遠い

技術でしょう。 

 さて、パーツに私が

少し包丁を入れ、原さ

んにもやってもらいま

す。牛と豚との大きな

違いは「スジ引き」で

す。これができて初め

てきれいにさばけます。包丁研ぎでは私も苦労して

いますが、原さんの包丁はちょっと研ぎが足りませ

ん。もっと先をとんがらせて鋭く研ぎあげないと、

スジに肉が多くついてしまいます。 

 ただ彼は豚肉を

20 年以上さばい

てきました。しか

も偶然にも、スラ

イサーも包丁もま

ぁのと同じメーカ

ーで使い慣れてい

ます。スライサー

の扱いや焼肉のカットなどは丁寧でスムーズです。

それで予定より早く作業が進んだので、当初計画以

外のパーツも手掛けてもらえました。 

大鹿村＆さんさんファームへ行ってみませんか 

 来年まぁの終業後、アルプス牛を引き続き加工し

てくれることになったさんさんファームにも、今回

訪れます。まぁのとしては最後の生産者訪問になる

でしょう。企画は、安全農産供給センターです。 

 コミューターバスを、プロのドライバーが運転し

ます。9 月 12 日（土）13 日（日）の日程です。 

 関心をお持ちの方はまぁのまでお問い合わせくだ

さい。 

 

送料負担のお願い 

―8 月 1 日発送分よりー 

 すでにグループの皆さんにはお知らせしています

が、まぁのからお送りするヤマト便の送料を皆さん

にご負担いただきたいと思います。 

 今まで長くお肉の値上げをせず、特に牛肉はもう

7 年以上価格変更なしにやってきました。そもそも

牛肉は高い食べ物なので、なるべく抑えていこうと

考えてきました。 

 しかしこの間の物価高のラッシュに加え、イスラ

エルと米国による許しがたいイラン戦争のため、ナ

フサ不足から梱包資材などの入手困難まで影響は広

範囲に及んでいます。 

 とても来年６月のまぁの終業まで持ちこたえるこ

とはできないと考え、送料の負担を皆さんにお願い

することにしました。どうぞご理解ください。 

 

やはり葉桜でした 

希望農場 ５月農場たより    清野 光弘 

今年北海道では、３月から４月にかけて暖かな日

が続きました。雪解けも早く、４月になるとほとん

どのところで積雪がなくなりました。ちなみに厚真

町では、２月の末には積雪がなくなりました。そん

なこともあって、桜の開花が例年よりも早くなりま
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「de mano(で まぁの)」は、牛豚肉を加工する

「まぁの」が発行するミニコミです。生産地の様子

や生産者の声、「まぁの」からのお知らせや小村の

個人的な関心事などを掲載しています。

「mano」はエスペラント語で｢手｣の意味です。

生産と消費が「手」つなぐ肉流通を作り、

「手」作業主体の職人の技術で肉を加工する

という意を込めています。
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de mano
エスペラント語で｢mano｣は「手」、
｢de｣は｢～から｣という前置詞です。
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した。厚真町も４月２０日過ぎには、桜が開花しま

した。ここ数年、ゴールデンウイークには桜が散っ

てしまっていたことが多くなってきて、また今年も

か？ こんな考えでいると予想が的中してしまいま

した。何輪かの花は咲いていましたが、ほとんど散

ってしまった中でのジンギスカンになりました。や

はり、桜の花の下でのジンギスカンが一番おいしい

と話しながら、ビールを飲みました。 

まだまだ続く、イランとアメリカ・イスラエルの

戦争。日に日に物価が上がっていっています。私は

政治には詳しくはないのですが、やはり戦争のない

平和な世界が一番だと思います。当事者の方々の話

し合いにより早く戦争が終わり、以前の平和な世界

に戻ってもらいたいです。この物価高は、この農場

の経営にもかかわることなので…。 

さて、放牧豚たちは人

間の世界の物が値上がり

していることをよそに、

温かくなってきた気候が

うれしいのか元気に農場

を走り回って、モリモリと飼料を食べ、水を飲んで

おります。ただ、その姿を見るとホッとした気持ち

になります。雨が少ないこともあって農場を豚たち

が走り回ると、土煙が舞うほどです。 

皆様も物価高に負けず、お体には十分お気を付け

ください。私たちも健康で働き、皆様に美味しいお

肉をお届けいたします。 

 

山の記録 

イブネ（滋賀県東近江市）      6 月 4 日 

 3 月の雨乞岳と同じ登山口です。７時過ぎに着い

て靴ひもを締めていると、もう一台上ってこられま

した。「雨乞ですか？」「いえ、ちょっとこの辺を歩

くんで、すみません」。謝ることはないんだけど…。

今日も一人か。 

７時２５分スタート。

一昨日の台風の影響か、

道路に倒木や落石があり

ます。道路が川になって

いるところもあります。

沢を登っていくので何度

も渡渉しますが、増水し勢いが強いので、さてどこ

を渡ろうかと悩みます。「渡渉クイズ１０問！」のつ

もりで楽しみます。通行禁止の危ない橋２か所も、

そろそろと渡って事なきを得ました。ふとズボンを

見ると、いつの間にかヒルがそろそろと上がってき

ています。軍手にもシャツにも！ 「雨上がりはヒ

ルが多い」と聞いていますが、今まで７５年間直接

お目にかかったことはなく、初対面です。あまり親

しくなりたくはないので、しっかり振り払ってさよ

ならしました。そんなこんなで２時間以上かかって

やっと杉峠に着きました。 

ここからは風景がガラッと変わります。雨乞岳と逆

の北に向かうコースは、低灌木やコケなどで、見通

しもよく明るい雰囲気

です。高低差も少なく

足にも優しい。佐目峠

から少しがれきの坂を

登り返し、ちょうど３

時間でイブネに着きま

した。霧の中、苔の絨

毯に覆われた山頂の風

景は幻想的で、天国の

ようです。苔を保護す

るため登山者用通路に

はロープが張られてい

ます。ちょっと苔に乗

ってみると（よい子は

マネしないでね）、思

いのほか厚みがありし

っかりしていて、ペル

シャ絨毯みたいです

（知らんけど…）。帰りの下りもそう早く歩けません

が、ちょうど１時に車まで戻りました。 

 

ニ ク ヤ ノ ツ ブ ヤ キ 

◇ 人並みに白内障の手術をすることになりました。今回は

右目です。手術自体は 10 分ですむと言いますが、感染

症予防で前後のケアが結構大変です。    （幸治） 

◇ 左膝が痛いなぁと感じ始めたころ、「100 年ひざ」とい

う本に出会いました。軟骨は自力で再生する！ と書か

れていて「足放り」という体操をやっています。(幸子) 


